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d次元空間上の格子データに対し，以下のようなモデルを考える．∑
k∈K

ρkXv+k = εv, (1)

E(εv) = f (v, ξ), Cov(εv, εv′) = 0 (v ̸= v′)

(1)式のモデルは，空間統計学で研究が進んだ同時空間自己回帰モデルや空間計量経済学でよく使わ

れる空間ダービンモデルを含むモデルである．

実際，f (v, ξ) = 0であるとき，(1)式で表されるモデルは同時空間自己回帰モデルである．また，観

測領域の端の部分は正しく表しきれないことを除けば，(1)式は変換行列 P を用いて

Pz = ε (2)

のように書ける．ただし，z, εはそれぞれ観測値ベクトル，誤差ベクトルである．(2)式において，

P = I − ρW とし，

ε = Xβ +WXγ + u,　 u ∼ N(u, σ2I)

とすれば，空間ダービンモデルになる．空間ダービンモデルは，変換行列 P を空間重み行列W と 1

つのパラメータ ρで単純化して表し，回帰項 Xβ と X の空間ラグの項WXγ を導入したモデルで

ある．

本報告では，弱定常性の仮定のもとで (1)式のモデルにおける最尤法によるパラメータ推定について

検討した結果を述べる．Rikimaru and Shibata (2016) で提案されている 2 次元空間上の同時空間

自己回帰モデルにおける近似尤度
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Ã =
1

σ2

∑
k,k′

ρkρk′α
|k1−k′

1|
n1 α

|k2−k′
2|

n2 W
−k1+k′

1
n1 ⊗W

−k2+k′
2

n2

を修正することによって，d次元空間上の (1)式のモデルの最尤法におけるパラメータ推定法の確立

を目指す．d次元空間への拡張では，特に漸近有効性を成立させるために，収縮率 αni の修正が必要

であり，収縮率を 1 + ki/ni + c/n
d+1
2

i とする．(1)式に対応させるための拡張では，誤差項 εv の表

現が変わるので，近似尤度 LA の 2次形式の項の評価が重要になる．修正した近似尤度による推定量

の評価について理論的に証明した結果を報告する．
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